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水の郁の つくりかた -

｢ 四 ッ谷用水｣ っ て 閲し＼克己とあります卦 ? 東京の怪談ぞ百名を Y 己

ろ … ではなく ､ 剤4 〔う㊤年前､ 洪積台地上l己立地し水の便が悪卦っ 右当時

の仙台の町を隅 々まで潤す右の一己 ､ 伊達政宗が作サヒあ水路ぞす｡

考え言テ ー ブル ｢ 四 ッ谷四方山考現学｣ では ､ 卦 っ て仙台城下 & 縦楕簸

尽l己流れてし1 右 四ッ谷用水l己つし1 て ､ 己れまでの歴史や懐外しさ矧Tl己留

まうず ､ 現在の ､ そして 己れ卦うのあり方まで､ 皆さん Y し1 ろし＼ろな視点

卦う語り合し1 あし1 と考えて おります｡

四ッ谷用水につし1 て 初のて耳l己す盲卦右も､ もっ と知りあし＼とし1う卦あ

も､ どうぞ気矧己ご参加くだせし1 ｡

第1 回 r由ツ沓用水のドボクなおはなし｣

ぉはな し 柴巳 尚さん r仙台 ･ 水の文化史研究会｣ 細
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四ッ谷用水って ?

四ッ谷用水は伊達

政宗公が城下の水利の

不便さを弄い ､ 家臣川村

孫兵衛重吉に命じて広瀬川

の水を城下に導くために作ら

せ たもの です｡ 用水路は､ 郷六

(東北自動車道 ･ 仙台宮城イ ンタ
ー

近辺) にある取水 口か らすぐに隠道 ( ずい

どう ･ トン ネル) となり､ 約8 0 0 m 東方の針

金地区に顔を出します｡

そ こから直角に北進し､ 国造4 8 号線と石山沢が

蠣殻■の

四 ッ谷用水 水 淵

●考 : 佐■ 嘲 氏★料

交わ る所でまた地中に潜り ､ 国道4 8 号線の北側 ■ ∧幡

地区を経て市内を縦横に巡る生活用 犠 打こ使用されました ｡
高度成長期以降､ ほとんどの部分が暗渠化 (川や用水を地下に埋

めたり覆い をかぶせ て 地上か ら見えなくする こと) されて しまい ま した ｡

現在は､ ｢ 凸 ツ谷 の水を街並みに! ｣ 市民 の会の活動で設置された標柱や､

勾当台公園などのモ ニ ュ メン トに当時の 四ッ 谷用水 を しの ぶ ことが で きます｡

簾田 尚さん プロ フ ィ ー ル

｢ 仙台 ･ 水の文化史研究会｣ 会長

昭和21 年5月5 日生まれ､ 愛知膿岡崎市出身

上下水道技術書セ して主l己国及び地方自治体の

下水道事業の設計 コンサルタン ト業務l己従事｡

1992 年 ( 平成4 年) の地瑚サミッ ト
■

環境と開発

t己開す言国際連合会議
"

て宣言され右
'

持続可能

敢闘発
"

Y し1 う言葉た衝撃Y 感動を覚え言｡

以来二 己の己と官憲識して行動して享あが ､ し1

ろし＼ろな利害 が卦うんて難しし1 ¥ 己ろが多し＼己と

を痛感す盲｡ し ほ は､
■

水Y 環娩の問題
れ

は
"

人

間の生活活動Y 産業活動そのものの問題てあ言
カ

Y い う理解l己至 っ て い 言｡

調査研究活動のベ ー

スは ｢ 仙台 ･ 水の文化史研

究会｣ ､ そして捉え言感性の練磨 Y 自己表現の手

段 Y して画家慧勤をしてし1 盲｡




